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魚
津
市
の
全
面
積
の
三
分
の
二
を
占

め
る
の
が
山
林
で
す
a

緑
の
山
を
育
て

る
こ
と
は
、
農
工
業
用
水
の
確
保
、
国

土
保
全
、
美
化
な
ど
の
う
え
か
ら
も
、

ま
た
林
産
資
源
開
発
の
う
え
か
ら
も
必

要
な
と
と
で
す。

と
こ
ろ
が
造
林
は
、
昭
和
却
年
を
ピ

ー
ク
と
し
て
、
そ
の
後
少
な
く
な
り
関

係
者
を
心
配
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
不

振
の
原
因
と
し
て
、
①
外
材
の
輸
入
が

ふ
え
、
林
業
の
先
行
き
に
不
安
が
あ
る

こ
と
。
①
ま
き
や
炭
の
需
要
が
減
り
、

広
葉
樹
の
伐
採
が
す
す
ま
す
造
林
が
で

き
な
い
こ
と
。
①
林
地
が
奥
地
化
し
、

伐
採
、
搬
出
、
そ
の
後
の
造
林
に
手
間

ど
る
こ
と
。
④
林
業
労
働
者
の
他
産
業

へ
の
移
出
、
林
業
投
資
の
長
期
性
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
民
有
林
の
総
面
積
は

や
く

一
万
鈴
、
造
林
面
積
が
一
千
八
百

訟
で
、
人
工
造
林
率
は
一
七

・
八
析
と

な
っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
は
県
平
均
の
一

九

・
三
官
よ
り
一

・
四
軒
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

市津魚

造

林

計

画

nv
-
農
林
省
の
「
林
産
物
需
給
な
ど
に
関

町
劃

一
す
る
長
期
見
通
し
」
に
よ
り
ま
す
と
、

月
物

一
三
十
五
年
後
の
昭
和
行
年
に
は
、
木
材

9
恒

一
需
要
量
が
二

・
四
倍
に
伸
び
る
と
の
推

年
郵
一

-

幻
種

一
定
で
、

一
千
万
診
の

和
3
一
造
林
目
標
を
た
て
て

細川明

一
お
り
ま
す
。

一

県
で
も
、
十
八
年

一
後
の
昭
和
印
年
を
最

一
終
年
次
と
し
て
、
年

一
間
二
千
三
百
五
十
か

り
一

を
造
林
し、

全
人
工

(
一

林
面
積
七
万
六
千
診

(
民
有
林
総
面
積
の
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引
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男

泣

7

目
標
を
三
千
九
百
九
一
ム
に

ー

事

業

の

あ

ら

ま

し

ト

四

or)
と
す
る
よ
う
目
標
を
定
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
長
期
計
画
に
も
と
ず
い
て
、

市
で
も
、
昭
和
刊
年
末
の
人
工
造
林
面

積
一
千
八
百
診
を
、
昭
和
印
年
に
は
公

団
、
公
社
、
県
、
市
、
個
人
あ
わ
せ
て

三
千
九
百
診
ま
で
に
拡
大
す
る
よ
う
計

画
を
た
て
て
い
ま
す
。
乙
の
た
め
に
、

林
道
網
の
整
備
を
中
心
と
し
た
山
村
環

境
の
改
善
、
造
林
作
業
の
機
械
化
な
ど

を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
今
後
は
、
林
業
従
事
者

の
確
保
を
は
か
り
、
造
林
事
業
を
す
す

め
る
た
め
に
、
現
金
収
入
を
得
な
が
ら

造
林
で
き
る
方
法
、
す
な
わ
ち
分
収
造

林
の
採
用
が
も
っ
と
も
よ
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
か
ら
は
、
保
安
林
に
つ
い
て

は
公
団
、
普
通
林
は
公
社
が
造
林
を
計

画
し
、
手
入
れ
な
ど
実
際
の
仕
事
は
、

市
森
林
組
合
(
組
合
長
N
市
長
、
組
合

員
一
千
六
十
四
名
)
が
あ
た
り
、
人
工

造
林
を
す
す
め
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
森
林
開
発
公
団
、
造
林
公
社
で
は
、

昭
和
刊
年
度
ま
で
に
次
表
の
と
お
り
、

や
く
四
百
九
十
鈴
の
造
林
計
画
を
た
て

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
県
行
造
林
は
、
古
鹿
熊
、

鉢
、
三
ケ
地
内
に
ゃ
く
三
百
診
あ
り
ま

す
が
、
坪
野
古
鹿
熊
林
道
が
開
通
す
る

昭
和
科
年
ご
ろ
、
同
地
に
隣
接
し
て
百

五
十
鈴
の
造
林
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
行
造
林
は
、
虎
谷
、
古
廊
熊

室
田
、
山
女
、
黒
谷
地
内
に
五
十
四
診

あ
り
ま
す
。
将
来
は
、
毎
年
五
診
が
伐

採
(
樹
令
四
十
年
)
で
き
る
よ
う
二
百

鈴
の
造
林
目
標
を
た
て
、
拡
大
に
つ
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

造
林
樹
種
は
、
ス
ギ
、
マ
ツ
が
お
も

公団、公社による造林計画
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な
も
の
で
す
。

林

道

網

の
整

備

造
林
事
業
を
す
す
め
る
た
め
に
、
林

道
網
の
整
備
が
い
そ
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
建
設
さ
れ
て
い
る
林
道
に
、
別

又
線
八
キ
ロ

M
、
烈
谷
一
号
線
四
キ
ロ

M
、
前
東
城
一
号
線
三
キ
ロ

M
、
島
尻

坪
野
線
五
キ
ロ
抗
、
小
川
寺
線
四
キ
ロ

討
、
坪
野
古
鹿
熊
線
十
三
キ
ロ

M
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

乙
れ
ら
は
引
年
度
末
ま
で
に
十
二
キ

ロ
M
が
開
通
、
川
町
年
度
は
五
キ
ロ

M
が

着
工
さ
れ
、
こ
れ
で
計
画
の
半
分
近
く

が
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
水
道
配
水
管
l

魚
津
駅
前
な
ど
に
靴
作
一
ド
川
敷
設

水
道
局
で
は
、
安
心
し
て
使
え
る
水

道
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
上
水
道
の
拡
張
事
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
と
し
は
、
魚
津
駅
前
の
都
市
計
画

地
区
や
、
最
近
、
住
宅
が
ふ
え
て
い
る

加
積
な
ど
の
国
道
八
号
線
ぞ
い
の
山
側

に
も
給
水
で
き
る
よ
う
配
水
管
を
敷
設

す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

駅
前
地
区
な
ど
で
は
、
配
水
管
の
敷

設
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
や
く
一
千
万
円
の
費
用
で
、

延
長
二
千
百
討
の
配
水
管
が
敷
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

敷
設
さ
れ
る
場
所
は
次
の

と
お
り
。

マ
国
道
八
号
線
上
村
木
交

差
点
か
ら
道
路
ぞ
い
に
友

道
交
差
点
ま
で
千
二
百
三

十

M

マ
魚
津
駅
中
川
線

ハ
税
務
署
前
通
り
〉
駅
寄

り
の
歩
道
三
百
九
十

M

マ
駅
前
都
市
区
画
街
路
二

号
線

(
市
庁
舎
裏
通
り
〉

百
二
十
M

マ
駅
前
都
市

区
間
街
路
六
号
線
(
専
売

公
社
前
通
り
)
二
百

M

マ
魚
津
駅

中
央
線
横
断
三
十

M

V
市
道
八
代

一
号
線

(
八
代
町

i
橋
場
町
ま
で
)

百
八

M

ま
た
、
こ
の
ほ
か
改
良
事
業
と
し
て

東
山
橋
配
水
管
の
架
設
、
道
坂
水
源
地

か
ら
経
団
用
水
間
な
ど
水
管
継
手
の
補

修
、
市
街
地
配
水
補
助
管
五
百

M
の
敷

設
替
え
、
一
千
個
の
不
感
メ
ー
タ
ー
器

の
取
り
替
え
な
ど
、
ゃ
く
五
百
万
円
の

工
費
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。写
真
H
八
代
町
通
り
の
配
水
管
敷
設

工
事

マ
第
二
次
計
画

(
昭
和
初

l
u
年
度
〉

・
事
業
H
北
防
波
堤
二
十
四
抗
、
南
防

波
堤
四
十
七

M
、
北
防
砂
堤
H
五
十

M
、
船
揚
場
築
造
百
三
十
五

M
、
泊

地
し
ゅ
ん
せ
つ
八
千
七
百
立
方
M

・
総
工
費
H
四
千
五
百
三
十
万
円

マ
第
三
次
計
画
(
問
和
犯

i
引
年
度
)

・
事
業
H
岸
壁
築
造
百
四
M
M
、
漁
港
道

路
取
り
付
け
三
十
三

M
、
泊
地
し
ゅ

ん
せ
つ
七
千
四
百
立
方
M

・
総
工
費
日
三
千
百
万
円

こ
の
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
で
や
く
三

千
万
円
が
つ
ぎ
こ
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
十
五
年
間
で
や

く
一
億
四
千
五
百
万
円
が
投
資
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
計
画
と
し
て
は
、
乙
と

し
は
三
百
万
円
、
来
年
は
五
百
万
円
を

か
け
て
、
北
防
砂
堤
の
築
堤
な
ど
局
部

経
団
漁
港
の
修
築
事
業
は
、
昭
和
め
改
良
工
事
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
て

年
度
に
第
三
次
計
画
を
終
わ
る
こ
と
に
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
繰
り
上
げ
実
施
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ふ
え
る
大
型
漁
船

さ
れ
昭
和
引
年
度
で
完
了
し
ま
し
た
。
に
そ
な
え
る
た
め
、
第
四
次
計
画
の
策

現
在
、
港
内
の
広
さ
は
二
万
四
千
平
定
を
い
そ
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

方
M
、
漁
船
の
船
揚
場
、
岸
壁
な
ど
完
ま
す
と
、
港
内
を
今
の
倍
ぐ
ら
い
の
広

備
さ
れ
、
大
型
漁
船
の
出
入
り
も
で
き
さ
に
す
る
た
め
、
現
在
の
砂
浜
を
姻
り

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

水

深

四

M
M
の
岸
壁
を
つ
く
る
よ
う
計
画

い
ま
ま
で
実
施
さ
れ
た
事
業
と
工
事

を

た
て
、
国
に
強
く
呼
び
か
け
、
そ
の

費

は

次

の

と

お

り

。

実

現

を

期

す

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

マ
第
一
次
計
画
(
昭
和

m
l
m0年
度
)
・

・
事
業
日
北
防
波
堤
五
十
抗
、
南
防
波

一

堤
百
三

M
、
北
防
砂
堤
四
十
M
M
、
泊

一

地
し
ゅ
ん
せ
つ
千
七
百
立
方

M

一

・
総
工
費
H
三
千
四
百
二
十
万
円

一

経

国

漁

港

の
整
備
事
業

こ
と
し
防
砂
堤
の
築
堤
な
ど

八
港
内
を
し
ゅ
ん
せ
つ

V

最
近
、
経
団
浜
の
海
岸
は
、
砂
浜
が

多
く
な
り
、
漁
港
内
ま
で
砂
が
入
り
こ

み
、
漁
船
の
出
入
り
に
も
支
障
を
き
た

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

7
月
中
旬
か
ら
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
二
百
四
万
円
で
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
せ
つ
船
は
、
港
の
入
り
口
付

近
ゃ
く
二
千
六
百
平
方
M
を
水
深
三

M

に
す
る
た
め
、
六
千
二
百
立
方
M
の
土

砂
を
掘
り
上
げ
、
排
砂
管
を
使
っ
て
海

岸
に
運
ん
で
い
ま
す
。
乙
れ
が
終
わ
り

ま
す
と
、
漁
船
の
出
入
り
が
楽
に
な
る

も
の
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
経
団
漁
港
の
砂
の
流
入
が
ひ

ど
い
た
め
、
乙
と
し
は
や
く
三
百
万
円

の
費
用
で
、
北
防
砂
堤
二
十

M
の
築
堤

と
、
か
さ
上
げ
五
十
三
M
M
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
近
く
着
工
す
る
予

定
で
す
。

写
真
H
港
内
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

修
築
事
業

第
三
次
計
画
終
わ
る

市
県
民
税

第
二
期

納
期
は

8
月
引
日
で
す

八
給
水
申
し
込
み

V

夏
も
た
け
な
わ
に
な
り
ま
す
と
、
水

道
の
申
し
込
み
が
ふ
え
て
き
ま
す
。

給
水
の
申
し
込
み
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
ば
よ

い
わ
け
で
す
が
、
水
道
局
で
は
、
乙
れ

に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
設
計
書
を
作
成
、

指
定
工
事
庖
に
施
工
を
委
託
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
水
道
の
申
し
込
み
を
さ
れ
る

と
き
は
、
工
事
完
成
ま
で
一
か
月
く
ら

い
の
余
裕
期
聞
を
も
っ
て
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

給
水
工
事
は
、
市
の
指
定
工
事
居
以

外
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
と
く
に
お
急
ぎ
の
場
合
で
も
、

必
ず
水
道
局
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
工

事
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

八
メ

ー
タ
ー
器
の
上
に

物
を
置
か
な
い
よ
う
に

V

水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
は
、
毎
月
検
針

員
が
し
ら
べ
て
使
用
水
量
を
お
知
ら
せ

す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
ー

タ
ー
器
の
上
に
商
品
や
家
財
、
そ
の
ほ

か
い
ろ
い
ろ
の
物
を
置
い
た
り
す
る
人
川

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
検
針
が
で
き
川

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
酬

で
、
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
、
物
を
置
川

か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
川

8
月
の
歩
こ
う
会

…

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、
6
日
に
行
な
川

わ

れ

ま

す

。

川

コ
l
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅
か
ら
上
島
川

尻
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
上
島
尻
か
ら
小
川

菅
沼
|
坪
野
を
経
て
、
大
谷
温
泉
ま
で
川

ゃ
く
十
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
大
谷
か
ら
川

は
バ
ス
で
帰
り
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
人
は
、
電
鉄
魚
偉
駅
午
川

前
8
時
日
分
発
の
東
蔵
行
の
バ
ス
に
乗
川

車
し
ま
ず
か
ら
五
分
前
に
お
集
ま
り
く
川

だ
さ
い
。
中
食
お
よ
び
パ
ス
料
金
百
十
川

円

を

お

持

ち

く

だ

さ

い

。

。

富
山
県
青
年
大
会

川

|
9
月
3
日
に

富
山
県
青
年
大
会
は
、
9
月
3
日
(
川

日
)
魚
津
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
川

り
ま
し
た
。
乙
の
大
会
に
は
、
県
内
の
州

各
郡
市
か
ら
十
六
団
体
が
参
加
し
て
、
川

体
育
、
文
化
、
芸
能
な
ど
に
平
素
み
が
酬

い
た
青
年
団
活
動
の
成
果
を
競
う
こ
と
川

に
な
っ
て
い
ま
す
。

種
目
別
の
会
場
は
次
の
と
お
り
。
日

・
陸
上
競
技
H
市
営
グ
ラ
ン
ド
卓
球
川

H
本
江
小
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
'
H
市
営
川

コ
l
ト

剣

道

H
大
町
小
柔
道
H

川

市
民
道
場
相
撲
H
西

部

中

川

・
演
劇

・
芸
能
日
市
民
会
館
ホ
l
y

川

.
美
術

・
生
活
技
術
創
作
展
H
図
書
館

川

.
意
見
発
表
日
市
民
会
館
三
階

二
文
雄
宅
(
前
叩
・
ω
!
日
・叩〉

北
山

・
仁
右
エ
門
宅
ハ
後

1
i
2
)

坪
野
ク
ラ
ブ
(
後

2
・
叩

i

3
・

叩
)

八
上
中
島

V

・
8
月
3
日
H
出

・
野
崎
幸
次
郎
宅

(後

1
i
2
)

湯
上

・
北
電
湯
上

分
所
前
(
後
2
・
初
i
3
・
叩
)

八
本
江

V

8
月
辺
日
日
魚
津
保
健
所
(
前
9
・

叩
i
ロ
お
よ
び
後

1
i
3
・
初〉

7
月
か
ら
印
紙
税
法
が
全
面
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

改

正

さ

れ

ま

し

た

。

と

れ

に

よ

っ

て

金

銭

受

取

書

な

ど

と
ん
ど
改
正
さ
れ
た
の
は
、
い
ま

一
万
円
未
満
が
非
課
税
、
一
万
円
以

ま
で
の
条
文
が
簡
単
で
、
印
紙
税
が
上
二
十
円
に
、
委
任
状
も
二
十
円
に

か
か
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

点
が
あ
っ
た
の

oe--》
》
》
》
》

t《
-
S》
》
-
》
》
}
こ
の
た
め
、
市

で
、
乙
れ
を
条

委

任

状

は

ニ

+

円

に

役
所
で
印
鍛
証

文

に

は

っ

き

り

明

発

行

な

ど

の

示
さ
れ
ま
し
た

印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た

委
任
状
に
添
付

ま
た
、
最
低

J
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
〉
す
る
印
紙
も
二

税
率
を
十
円
か
ら
二
十
円
に
、
お
も
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

な
免
税
点
を
三
千
円
か
ら

一
万
円
に
く
わ
し
い
こ
と
は
魚
津
税
務
署
へ

引
き
上
げ
、
さ
ら
に
印
紙
の
は
り
忘
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

れ
、
消
印
も
れ
な
ど
に
つ
い
て
過
怠

税
を
課
す
こ
と
が
お
も
な
改
正
点
に

型事率直璽藩
破ジ盲

傷三日
リせ
風ヤき

予
防
接
種

乳
幼
児
の
百
日
せ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ヤ
、
破
傷
風
の
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
行
な

い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
引
年

6
月
1
日
か
ら
位
年
5
月
引
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で

す。
初
め
て
受
け
る
人
は
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
三
回
、
昨
年
三
回
受
け
た

人
は
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
せ
き
二
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
を
一
回
接
種
し
ま

す
。
そ
れ
以
前
の
出
生
者
で
ま
だ
受

け
て
い
な
い
人
は
三
回
受
け
て
く
だ

さ
い
。注
射
代
金
は
一
回
に
つ
い
て
七
十

円
で
す
。

校

下

一

回

二

回

三

回

8
月

9
月

間

月

上

野

方

初

日

却

日

日

日

経

団

初

日

却

白

川

日

道

下

羽

田

加

日

日

日

天

神

引

日

引

日

ロ

日

商

布

施

引

日

引

日

ロ

日

片

県

別

日

引

日

ロ

日

0
3
園
川

大
町

1
日

泣

日

目

日

松
倉

1
日

辺

日

目

日

上
中
島

1
日

2
日

日

日

白
倉

1
日

辺

日

目

日

場
所
は
い
す
れ
も
小
学
校
で
、
受

け
付
け
時
間
は
午
後

1
時
か
ら

2
時

ま
で
で
す
。

住

検

きか
関手'

民

結
核
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、
7

月
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
に
よ
る
住
民

検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

8

月
の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

な
お
、
三
十
五
歳
以
上
の
人
に
は

血
圧
測
定
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

八
松
倉

V

・
8
月
3
日
H
鹿
熊
ク
ラ
ブ
(
午
前

9
時
加
分

i
m
時
叩
分
)
松
倉

小
学
校
(
前
日

i
ロ
)

-
8
月
4
日
H
室
田

・
富
川
次
吉
宅

(前
9
・
叩
l
m
)

稗
畠

・
政

幼

児

相

談

幼
児
の
健
康
を
守
る
た
め
、
病
気
の

早
期
発
見
を
目
的
に
幼
児
検
診
を
行
な

い
ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
刊
年
7
月
1
日
か

ら
引
年

6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
す
。校

下

相

談

日

場

所

。υ四月

道
下

7
日

小

学

校

加
積

8
日

小

学

校

住
吉

9
日

公

民

館

上

野

方

叩

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後

1
1
2
時

新
婚
学
級
ひ
ら
く

家
庭
生
活
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
さ
れ

た
新
婚
の
人
を
対
象
に
、
明
る
い
家
庭

づ
く
り
の
基
礎
を
指
導
す
る
「
新
婚
学

級
」
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

今
回
受
講
で
き
る
の
は
、
乙
と
し
の

4
月
か
ら
6
月
ま
で
に
婚
姻
届
け
の
出

さ
れ
た
人
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
れ
ば
夫
婦
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
一

人
で
も
結
構
で
す
。

マ
日
時
日

8
月
叩
日
(
木
〉
午
後
7
時

か
ら
9
時
叩
分
ま
で

マ
場
所
H
魚
樟
保
健
所

マ
内
容
H

「
新
し
い
家
庭
の
基
礎
と
結

婚
の
心
理
」
と
題
し
て
市
助
役
、

「

家
族
計
画
の
考
え
方
と
妊
娠
の
し
く

み
」
「
遺
伝
と
自
分
の
血
液
型
に
つ

い
て
」
は
医
師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
話

し
が
あ
り
ま
す
。



(2) 

心
と
か
ら
だ

た
く
ま
し
く

夏
の
青
少
年
を
ま
も
る
運
動
し

(昭和7年 9月13日)
第3種郵便物認可/

県
や
市
の
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は

こ
の
夏
、
と
く
に
夏
休
み
に
お
け
る
青

少
年
が
、
み
ず
か
ら
正
し
い
生
活
態
度

で
、
心
も
か
ら
だ
も
た
く
ま
し
く
暮
ら

す
よ
う
に
「
夏
の
青
少
年
を
ま
も
る
運

動
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

と
と
し
は
、

「明
る
い
家
庭
づ
く
り

」
「
暑
さ
に
負
け
な
い
生
活
設
計
」
「

非
行

・
事
故
の
防
止
」
を
運
動
目
標
と

し
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ど
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幸良

明
る
い
家
庭

づ
く
り
|

「
家
庭
の

日
」
の
実

践

青
少
年
が
身
心
と
も
す
と
や
か
に
成

長
す
る
た
め
に
は
、
家
族
の
心
の
結

こ
と
し

も
暑
い
夏

が
や
っ
て

き
ま
し
た

伝
染
病
の

温
床
と
な

る
湿
気
や

カ
ビ
を
は

ら
い
、
私

た
ち
の
生

活
環
境
を

清
潔
に
し

ま
し
ょ
う

そ
の
た

め
に
み
ん

な
で
大
掃

除
を
実
施

し
て
く
だ

さ
い
。市
で
は

・清
掃
法
に
も
と
ず
い
て
大
掃
除
の
い
っ

行
一
せ
い
実
施
日
を

8
月
5
日
(
土
〉

、
6

発
一
日
ハ
日
〉

、
7
日
〈
月
)
の
三
日
間
設

日
一
け
ま
し
た
の
で
、
各
町
内
で
は
乙
の
う

1
一
ち
一
日
、
ぜ
ひ
大
掃
除
を
い
た
し
ま
し

月
一
ょ
う
。

8
一

大
掃
除
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

年
一意
し
ま
し
ょ
う
。

q
L
圃

4
一

一
屋
内
の
掃
除

・

一一

一・

局
、
床
下
H
畳
は
天
日
で
乾
か
し
、

H
-

ほ
こ
り
を
と
り
、
床
上
に
古
新
聞
な

ど
を
敷
く
o

(

粉
剤
を
散
布
)

・
壁

・
天
井
口
居
間
、
台
所
、
畜
舎
の

く
も
の
栄
や
ほ
こ
り
を
は
ら
っ
て
掃

除
す
る
。
(
殺
虫
油
剤
を
散
布
)

・
台
所
H
一
戸
だ
な
な
ど
動
か
し
、
中
の

食
器
類
を
出
し
掃
除
す
る
。
(
殺
虫

油
剤
を
散
布
)

広

震の表調除毒

市津魚(第252号)

び
つ
き
こ
そ
た
い
せ
つ
で
す
。
家
庭

で
は
一
家
だ
ん
ら
ん
の
時
聞
を
多
く

つ
く
り
、
親
子
が
話
し
合
う
機
会
を

つ
く
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。
と
く
に

「
家
庭
の
日
」
を
実
践
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

・
親
子
で
話
し
合
い
の
時
聞
を
も
つ
0

.
ハ
イ
キ
ン
グ
、
海
水
浴
な
ど
は
つ
と

め
て
家
庭
ぐ
る
み
で
行
な
う
。

・
み
ん
な
で
家
庭
の
仕
事
を
分
担
す
る

暑
さ
に
負
け
な

い
生
活
設
計

・
休
み
中
、
規

則
正
し
い
日

課
を
た
て
る

.
学
校
の
指
導
す
る
夏
休
み
の
生
活
設

計
に
協
力
す
る
。

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
よ
い

仲
間
づ
く
り
、
明
る
い
職
場
づ
く
り

設烈肱決
く偽-rf{，<¥ ， 
1111 ¥..、』明』

-
天
井
裏
H
ね
ず
み
の
巣
な
ど
取
り
除

く
。
(
粉
剤
を
散
布
)

・
便
所
H
く
み
取
り
口
、
ふ
た
、

臭
州大

金
網
窓
を
補
修
す
る
。
(
オ
ル
ソ
剤

五
十
倍
液
を
散
布
)

・
畜
舎
H
敷
き
わ
ら
を
取
り
替
え
る
。

(
床
面
に
粉
剤
、
位
、
天
井
に
油
剤

を
散
布
)

一
屋
外
の
掃
除

…

・
下
水
H
泥
を
上
げ
、
通
水
を
よ
く
し

ま
す
0

.
草
地
H
草
を
刈
っ
て
清
掃
し
ま
す
0

.
ゴ
ミ
容
器
H
ご
み
収
集
さ
れ
た
あ
と

必
ず
水
で
洗
い
ま
す
。

一
大
掃
除
で
出
し
た
ご
み
の
処
理

一

.
ご
み
は
ま
と
め
て
箱
に
入
れ
て
し
ば

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
0

・
ガ
ラ
ス
、
ぴ
ん
な
ど
燃
え
な
い
も
の

は
、
ひ
も
で
し
ば
る
か
、
箱
に
入
れ

し
ぼ
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
木
片
は
、
長
さ
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
'ぐ
ら
い
に
折
っ
て
し
ば
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
古田宜
、
む

し
ろ
な
ど

は
、
三
つ

に
切
っ
て

た
ぱ
ね
て

お
き
ま
し

ょ
う
。

お
盆
の
ゴ
ミ
集
め

8
月
刊
日
か
ら
の
お
盆
の
ご
み
集
め

は
、
平
常
ど
お
り
の
曜
日
に
収
集
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

容
器
を
お
出
し
願
い
ま
す
。

に
つ
と
め
る
0

・
ス
ポ
ー
ツ
、

一戸
外
活
動
に
よ
っ
て
体

力
を
き
た
え
る
。

・
夜
の
会
合
、
行
事
は
つ
と
め
て
早
く

終
わ
ら
せ
る
。

子、、
2
V

非
行
と
事
故
の

-FFM門
眠
L
V

防
止

組事
as司、

学
校
生
活

m
V
議

、

恥

か

ら
の
開
放

、
/
援

/

民

苅

気

の

ゆ

る

み

-

q

j

自
由
時
間
の

増
加
か
ら
非
行
や
事
故
が
急
に
ふ
え

ま
す
。

・
運
転
す
る
と
き
も
、
歩
行
す
る
と
き

も
交
通
違
反
を
し
な
い
。

・
未
成
年
者
に
酒
、
た
ば
こ
を
飲
ま
せ

P
A

、、o

，ん、

iv

-
海
辺
、
河
川
、
用
水
な
ど
危
険
な
個

所
の
除
去
や
表
示
に
つ
と
め
る
。

・
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
浄
化
を
行
な
う

.
家
庭
と
学
校
や
職
場
と
の
連
絡
を
密

に
す
る
。

・
「
愛
の
ひ
と
声
」
運
動
を
行
な
う
。

H

喜

び

い

っ

ぱ

い
H

住
吉
小
に
プ

l
ル
で
き
る

住
吉
小
学
校
に
こ
の
ほ
ど
プ
ー
ル
が

完
成
し
、
7
月
口
日
、
プ
ー
ル
聞
き
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
吉
田
工
業
株
式
会

社
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
、
長
さ
二
十
五

M
、
幅
十
三

M
M
、
六
コ

l
ス
の
も
の
と
、
低
学
年
用

の
縦
十
M
、
横
八
M
の
プ
ー
ル
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。

付
属
設
備
と
し
て
シ
ャ
ワ
ー
、
足
洗

い
場
、
更
衣
室
、
監
視
席
、
浄
化
装
置

室
な
ど
が
あ
り
、
総
工
事
費
八
百
二
十

三
万
円
。

児
童
た
ち
は
、
乙
の
り
っ
ぱ
な
プ
ー

ル
の
贈
り
物
に
大
喜
び
、
暑
い
毎
日
を

水
遊
び
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
や
二

十
歳
に
な
っ
た
人
な
ど
は
、
永
久
選
挙

人
名
簿
に
査
録
す
る
た
め
、
申
出
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
の
う
え
、

毎
年
3
月
と
9
月
に
追
加
登
録
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
1
日
ま
で
に
み
な
さ
ん
か
ら
提

出
さ
れ
た
申
出
書
は
、
次
の
よ
う
な
手

続
き
を
経
て
追
加
登
録
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
二
十
歳
に
達
し
た
人
で
、
ま

永
久
選
挙
人
名
簿

が
行
な
わ
れ
ま
す

だ
登
録
の
申
し
出
を
す
ま
し
て
い
な
い

人
、
お
よ
び
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
人
で
、
転
入
の
際
、
市
役
所
窓
口
で

登
録
の
申
し
出
を
し
な
か
っ
た
人
は
、

い
ま
す
ぐ
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

E
-

、。
-
亡
し
マ他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
申
し
出
を

す
る
と
き
に
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
発
行
す
る
「
選
挙
人
名
簿

登
録
(
未
登
録
)
証
明
書
」
を
添
え
て

登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(写一
良
H
毎
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
同
プ
1
ル

グ
と
び
出
す
な
車
は
急
に
止
ま
ら
な
い
d

夏

の

交

通

安

全

運

動

8
月
は
、
夏
休
み
に
入
り
、
海
や
山

に
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
が
多
く
な
り

そ
の
解
放
さ
れ
た
気
分
が
、
車
に
対
す

る
注
蛍
を
怠
り
が
ち
に
し
、
ま
た
運
転

者
も
暑
さ
の
た
め
、
注
意
力
が
に
ぷ
り

ど
う
し
て
も
交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま

す。
こ
の
た
め
、
8
月
1
日
か
ら
引
日
ま

で
の
一

か
月
間
、
県
下
い
っ
せ
い
に
「

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
お
互
い
に
ま
も
り
ま
し
ょ

8
月
中

う
0・右
側
通
行
、
歩
道
通
行
を
励
行
す
る

.
路
上
と
び
出
し
を
防
止
す
る
。

・
路
上
遊
び
を
し
な
い
。

・
子
ど
も
と
と
し
よ
り
を
安
全
に
誘
導

す
る
。

・
疲
労
運
転
、
泊
よ
い
運
転
、
無
免
許

運
転
は
絶
対
し
な
い
。

・
車
両
の
点
検
盤
怖
を
励
行
す
る
0

.
踏
切
の
安
全
確
認
の
励
行
。

・
自
動
車
の
運
行
管
盟
、
安
全
運
転
管

理
を
徹
底
す
る
。

ω登
録
す
る
人

9
月
1
日
ま
で
に
登
録
の
申
し
出
が

さ
れ
た
人
で
、
登
録
さ
れ
る
資
格
の

あ
る
人
。

ω登
録
の
決
定

有
資
格
者
は
、
9
月
間
日
ま
で
に
登

録
を
決
定
し
ま
す
。

ω登
録
決
定
者
の
縦
覧

登
録
者
の
名
簿
を
9
月
日
日
(
月
)

か
ら
9
月
泊
目
(
水
)
ま
で
、
み
な

の
定
時
登
録

さ
ん
に
み
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ω異
議
の
申
し
出

登
録
の
決
定
に
つ
い
て
、
異
議
の
あ

る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
異
議
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

同
登
録
9
月
初
日
を
も
っ
て
登
録
し
ま
す
。

八
永
久
選
挙
人
名
簿
の
閲
覧

V

永
久
選
挙
人
名
簿
は
、
い
つ
で
も
選

挙
管
理
委
員
会
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

寄

付

一

万

円

大

町

島

崎

健

二

一

万

円

友

道

幸

町

稲

垣

実

一

万

円

古

島

有

沢

嘉

太

郎

一

万

円

村

木

田

原

儀

長

五

千

円

六

郎

丸

水

口

千

代

(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
〉

五
千
四
百
円
大
海
寺
野
大
沢
忠
一

三
千
三
円
魚
津
地
区
繊
維
労
働
協
議

会

代

表

者

東

田

五

朗

六
百
四
十
二
円
大
町
・
浜
田
孫
一

四

百

円

吉

島

伊

東

良

作

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

犬
の
危
害
防
止

条

例

で

き

る

8
月
1
日
か
ら
実
施

県
で
は
、
最
近
、
野
犬
に
よ
る
被
害

が
あ
い
つ
い
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
犬

に
よ
る
人
畜
や
農
作
物
な
ど
の
害
を
な

く
し
、
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
を
は

か
る
目
的
で
、
こ
の
ほ
ど
犬
の
危
害
防

止
条
例
を
つ
く
り
、

8
月
1
日
か
ら
施

行
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
お
も
な
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
で
す
が
、
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ

る
人
は
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

マ
犬
の
管
理
者
は
、
人
畜
に
危
害
を
加

え
た
り
、
公
共
ま
た
は
他
人
の
土
地

物
件
を
汚
損
、
損
傷
さ
せ
た
り
し
な

い
よ
う
犬
を
係
留
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

(罰
則
・:
糾
料
〉

市街地を流れる)11の美化は、海辺の美イじ

と直結しております。川へ捨てたごみは、

途中でひっかかり、水があふれたり、流れ

て海岸に打ち上げられ悪臭を放ちます。こ

のため海水浴もできず、また付近民はたい

へん迷惑しています。

市内の判l明川などに「ごみを捨てないよ

う」などと、市、笹祭署また11汀内名で立て

札が掲げられていますが、 Jらない人が川へ

とみを捨てるため、依然として汚れていま

す。このような悪い習慣は、お互いの協力

によって必ず打ち破られることと思います

私たちの住む街をきれいにするために、

)11へとみを捨てないようにお願いします。

)11へごみを捨てないように

小
口
事
業
資
金

を

あ

っ

せ

ん

運
転
資
金
は
三
+
万
円
ま
で

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に

小
口
事
業
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
水
産
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
貸
付
金
額
と
期
間

・
運
転
資
金
H

一
事
業
者
あ
た
り
三
十

万
円
ま
で
期
間
は
一
年
以
内

・
設
備
資
金
H

一
事
業
者
五
十
万
円
ま

で
、
期
間
は
二
年
以
内

マ
連
帯
保
証
人

u
二
名
以
上

マ
利
率
H
日
歩
二
銭
二
厘
以
内

マ
保
証
料
日
日
歩
三
厘

マ
条
件
日
原
則
と
し
て
常
時
使
用
す
る

従
業
員
の
数
が
二
十
人
(
商
業
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
業
を
お
も
な
事
業
と
す

る
場
合
五
人
〉
以
下
の
事
業
者
。

一
年
以
上
継
続
し
て
同
じ
事
業
を
し

か
っ
税
の
完
納
者
。

マ
何
人
も
犬
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
。

(
罰
則
・・・
三
万
円
以
下
の
罰
金
)

マ
飼
う
意
思
の
な
い
犬
ま
た
は
不
明
の

犬
が
住
み
つ
い
た
と
き
は
、
保
健
所

に
届
け
出
る
こ
と
。

マ
飼
い
犬
が
、
人
を
瞭
ん
だ
場
合
は
、

保
健
所
へ
届
け
出
る
乙
と
。

マ
県
は
係
留
さ
れ
て
い
な
い
犬
を
捕
獲

ま
た
は
薬
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
が
条
例
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
年
一
回
犬
の
登

録
お
よ
び
年
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
(
罰
則
・:
い
ず
れ
も
三
万

円
以
下
の
罰
金
)

、
:
県
で
は
中
小
企
業
設
備

与
近
代
化
資
金
を
あ
っ
旋
し

う
て
お
り
ま
す
。
貸
付
け
を

1

希
望
さ
れ
る
人
は
、
8
月

尚
一
引
日
〈
月
)
か
ら
9
月
9

リゴ

日
(
土
)
ま
で
、
市
役
所

浮
商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込

光
み
く
だ
さ
い
。

…
一
ぱ
マ
対
象
H
資
本
額
ま
た
は

明

出

資
の
総
額
が
五
千
万

三
乱
円
以
下
の
会
社
か
、

常

時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
百
人

以
下
の
会
社
ま
た
は
個
人

マ
貸
付
金
額
日
対
象
設
備
に
要
す
る
金

額
の
四
七
軒
(
段
尚
三
百
万
円
)

マ
利
子
H
無
利
子

マ
貸
付
期
間
お
よ
び
償
還
方
法
リ
一
年

据
え
置
き
四
年
均
等
年
賦
償
還

マ
連
帯
保
証
人
H
二
人
以
上

マ
そ
の
ほ
か
、
企
業
の
内
容
が
把
握
で

き
、
貸
付
対
象
設
備
の
取
り
引
き
関

係
が
確
認
で
き
る
程
度
に
、
帳
簿
が

強
備
さ
れ
て
い
る
企
業。

中小企業のみなさんへ

市
自
家
用

自
動
車
協
会

で
は
、

8
i
9月
に
定
期
点
検
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
車
両
を
対
象

に
無
料
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

点
検
日
は

8
月
8
日
(
火
)
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、
同
協
会
横

の
魚
津
出
張
車
検
場
で
行
な
い
ま
す

自
動
車
の
無
料
点
検

八
日
曜
・
休
日
の
当
番
医

V

6
日
H
羽

田

医

院

①

0
6
4
2

日
日
H
森

本

医

院

①

1
2
5
3

M
日
H
沢
口
(
内
)
医
院
①
1
7
4
8

何

回

目

平

井

病

院

②
0
8
8
8

日
日
H
芝

山

医

院

①

0
2
1
8

m日
H
青

木

医

院

①

0
3
6
2

U
日
H
河

内

医

院

①

3
2
1
0

夜
間
開
館

暑
い
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
水
族

館
で
過
ご
し
て
い
た
だ
乙
う
と
8

月
1
日
か
ら
凶
日
ま
で
夜
間
開
館

し
ま
す
。
閉
館
は
午
後
9
時
で
す

県
職
員

富
山
県
で

警

察

官

は

、

県
職
員

お
よ
び
響
察
官
を
次
の
よ
う
に
募
集

し
て
い
ま
す
。

A
県
職
員
採
用
初
級
試
験
V

マ
職
種
H

一
般
事
務
、
瞥
察
事
務
、

土
木
、
農
業
土
木
、
電
気
、
機
械

農
業
、
林
業
、
建
築

マ
資
格
日
昭
和
問
年
4
月
2
日
か
ら

同
お
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
生
一者

マ
第
一
次
試
験
日
川
月
8
日
(
日
)

富
山
中
部
高
校
、
高
岡
高
校

マ
第
二
次
試
験
H
H月
中
旬
の
予
定

マ
受
付
日

8
月
引
日
l
9月
お
日

マ
提
出
先
日
県
人
事
委
員
会
事
務
局

A
県
笹
察
官
採
用
試
験

V

マ
採
用
予
定
人
員
日
約
九
十
名

マ
資
格
H
間
和
同
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
Mm
年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ

た
男
子
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

高
等
学
校
卒
業
程
・
皮
の
学
力
を
必

袈
と
し
ま
す
。

マ
第
一
次
試
験
日

9
月
げ
日

(
日
)

富
山
中
部
高
校
、

高
岡
高
校

マ
願
書
受
付
H
9
月
日
日
(
月
)
ま
で

マ
提
出
先
H
県
人
事
委
員
会
事
務
局

県
欝
本
部
警
務
課
、
各
嘗
察
署

募

集

富
山
県
発
明
く

ふ
う
展
覧
会
は
、

山
月
日
日
か
ら

2

日
ま
で
県
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
す

県
で
は
、
こ
の
出
品
物
を
次
の
よ
う

に
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
出
品
物
H

・
有
益
な
産
業
製
品
、

創
意
く
ふ
う
品
0

・
特
許
、
実
用
新
案
、
厳
匠
に
関
す

る
登
録
済
、
出
願
中
の
製
品
0

.
交
通
安
全
の
創
意
く
ふ
う
品
。

・
生
活
の
中
の
ご
く
身
近
か
な
創
意

く
ふ
う
品。

マ
出
品
料
H

一
般
発
明
者
、
婦
人
、

学
生
、
生
徒
、
児
童
の
創
意
く
ふ

う
品
お
よ
び
発
明
考
案
品
は
無
料

会
社
な
ど
の
参
考
出
品
物
は
、

一

小
間
(
関
口

一
・
八
M
、
奥
行

0

・
九
M
)
二
万
円
。

マ
申
し
込
み
H
高
岡
市
中
川
、
県
工

業
試
験
場
内
発
明
協
会
へ
叩
月
8

日
ま
で
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

発
明
く
ふ
う
展

作
品
を

募
集

お
盆
近
く

に
な
り
ま
す

と
、
ふ
ん
尿

の
く
み
取
り
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
い
ち
ど
に
処
照
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
く
み
取
り
の
申
し
込

み
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

く
み
取
り
の
依
頼
は
、
下
村
木
町

魚
津
環
境
衛
生
(
電
話
2
局
3
3
3

1
番
)
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
ん
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
早
め
に

人

事

異

動

(
7
月
お
日
付
〉

マ
議
会
事
務
局
長
H
上
回

喜
一


